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業績予想の修正に関するお知らせ 
  

 

平成21年5月15日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．平成 22年 3 月期第 2四半期連結累計期間業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1日～平成 21 年

9 月 30 日） 

                                   （金額の単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益

四半期 

純利益 

1 株当たり四

半期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円

3,200

百万円

△300

百万円

△270

百万円 

△150 

円銭

△8.91

今回修正（Ｂ） 3,430 20 94 △16 △0.95

増減額（Ｂ－Ａ） 230 320 364 134 

増 減 率（％） 7.2 ― ― ― 

ご参考（前期第 2四半期実績） 
（平成 21 年 3 月期第 2四半期） 

7,854 1,290 1,312 685 40.73

 

２．平成 22 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年 4月 1日～平成 22 年 3月 31 日） 

                                   （金額の単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円

7,500

百万円

75

百万円

135

百万円 

125 

円銭

7.42

今回修正（Ｂ） 8,500 310 410 140 8.31

増減額（Ｂ－Ａ） 1,000 235 275 15 

増 減 率（％） 13.3 313.3 203.7 12.0 

ご参考（前期実績） 
（平成 21 年 3 月期） 

12,634 1,188 1,327 504 30.00

  

 

 

 



 

３．平成 22年 3 月期第 2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1日～平成 21 年

9 月 30 日） 

                                   （金額の単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益

四半期 

純利益 

1 株当たり四

半期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円

2,750

百万円

△320

百万円

△320

百万円 

△200 

円銭

△11.88

今回修正（Ｂ） 2,940 7 30 △48 △2.85

増減額（Ｂ－Ａ） 190 327 350 152 

増 減 率（％） 6.9 ― ― ― 

ご参考（前期第 2四半期実績） 
（平成 21 年 3 月期第 2四半期） 

7,335 1,146 1,173 599 35.64

 

４．平成 22 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年 4月 1日～平成 22 年 3月 31 日） 

                                   （金額の単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回予想（Ａ） 

百万円

6,500

百万円

0

百万円

10

百万円 

5 

円銭

0.29

今回修正（Ｂ） 7,500 320 350 140 8.31

増減額（Ｂ－Ａ） 1,000 320 340 135 

増 減 率（％） 15.4 ― 3,400.0 2,700.0 

ご参考（前期実績） 
（平成 21 年 3 月期） 

11,679 1,151 1,213 353 20.98

 

５．修正理由 

(1) 第 2 四半期連結累計期間業績予想 

売上高につきましては、前回予想を若干上回る見込みであります。 

利益面につきましては、巻線機事業における原価低減、経費削減の施策等の収益改善努力の

効果により、予想を上回る見込みとなりました。 

(2) 通期連結業績予想 

売上高につきましては、ＯＡ・ＡＶ並びに自動車関連の受注に回復の兆しが見え始めており、

期初の予想を上回る見通しとなりました。 

利益面につきましては、売上高の増加に伴い改善が見込まれることから、大幅に削減してい

た従業員賞与の引当金を下期より一定程度増額することといたしましたが、営業利益、経常利

益、四半期純利益とも前回予想を上回る見通しとなりました。 

なお、配当につきましては、前回の予想に変更はありません。 

(3) 個別連結業績予想 

個別の業績予想につきましては、連結と同様の理由によるものであります。 

 

＊ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  上記の業績見通しは、当社が現時点で合理的と判断した一定の前提に基づいたものであり、実際の業績は見

通しと異なることがあり得ます。 
 

以 上 


